
開催結果報告書 

令和　７年　６月１３日 

滝川市教育委員会教育長　様 

江陵中学校区学校運営協議会 

会　長　　本　間　章　久 

学校運営協議会の開催結果について、本書のとおり報告いたします。  

 会 議 名 第１回　江陵中学校区学校運営協議会　

 開 催 日 時 令和７年５月 29 日（木）

 開 催 場 所 滝川市立江部乙小学校

 出席委員氏名 別紙参照

 
事務局出席者 

職 ・ 氏 名
別紙参照

 会 議 議 題 協 議 結 果

 

・会長、副会長の選出

・会長に本間章久委員を選出した。 

・副会長は小林　健一委員、伊藤公一委

員、埴渕義和委員を選出した。

 ＜報告＞ 

(１)令和７年度江陵中学校区各学校経営に 

　　ついて 

(２)各校の現状と課題について 

(３)江陵中学校区授業公開予定について

 

(１)令和６年度江陵中地区第３回学校運営 

協議会で承認済みのため、確認のみ。 

(２)(３)資料の通りで、質問、意見なし。

 ＜協議＞ 

(１)部会構成について 

(２)前年度の振り返りの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)令和７年度予算について 

 

 

 

 

 

 

 

(１)資料の通りで、意見なし。承認する。 

(２) 

・前年度の協議にあったが、今年度第２回・第

３回においても 18時から開催としたい。 

→承認する。 

【小中連携部会】 

・体験活動・指導内容等の内容の共有及び検討

とは９年間の義務教育を見通した教育課程

を編成するという意味か。 

→小・中学校の学びの被りがないよう交流を

してはいる。今後どうしていくかを今年度

検討する予定である。 

→９年間でどのような力を身につけさせる

か、が大切になっている。せっかくこのよう

な場があるのであれば、そういった視点も

持っていただきたい。 

(３) 

・印刷製本費や消耗品費が高騰し、予算オーバ

ーした場合、どうなるのか。活動が活発にな

ればなるほどお金がかかってくるはず。 

→年度末に他の地区や予算で支出することが

できるかもしれないが、この場では何とも

言いにくい。 

様式９



  

 

 

 

 

 

(４)今後の予定

　ただ、活発にならないと予算を計上しにく

いため、今ある予算は使ってほしい。 

・各学校３万円の予算か。 

→その通りである。ただ、学びのみちしるべを

発行するにあたり、平等に支出できるよう、

12 万円を予算として考えている。 

(４)資料の通りで、意見なし。承認する。

 ＜その他＞ ・江部乙小学校で開催しているため、交通費の

支給はあるのか。 

→市の旅費に関する規則に則って支出する

が、委員の方にしか支給できない。

 ＜部会協議＞ 

〇教育支援部会 
①校区一斉交通安全指導（７４０運動）への

協力 
②地域による登下校の見守り運動 
③人材バンクの活用・整備 

 

 

 

〇小・中連携部会 

①家庭学習週間定着に向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 
②「ほっと」の取組 

 

 

 

 

③二一乙交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④中学校での体験授業 

 

 

 

 

①今年度も継続して実施。 
 
②今年度も継続して実施。 
③市として、外部人材については地域本部コ

ーディネーターがボランティアを紹介して

くれている。 

 

 

① 

・谷本主幹と尾崎主幹が原案について立案と

検討。 

・藤田教諭が滝川第一小の図工作品をピック

アップ。 

・学校運営協議会の場で内容について周知と

承認。 

・谷本主幹が印刷業者へ発注。 

・発行部数を調整。 
② 

・谷本主幹から各校へ呼びかけ（全学年７月・

12 月の２回）。 

・結果について各校で分析し、６年生について

は、部会で交流する。 

③ 

・１回目７月 23日（水） 

２回目 12月 11 日（木） 

・会場は江陵中学校体育館、スクールバスを主

管校で手配（江部乙小）。 

・１回目の内容は中学校が主導、２回目は主管

校児童会が企画。 

・小小のつながり、仲間づくりだけではなく、

小中でのつながりも意識した内容が望まし

い。 
④ 

・入学説明会時に実施する。 

・江陵中学校教頭が 1 月中旬までに各校へ体

験授業別名簿作成について依頼をする。（昨

年度はチャットにて）



 

  

 

 

 

 

⑤長期休業中ボランティア 

 

 

 

⑥生徒指導上の課題の共有 

 

 

 

 

⑦ピア・サポート研修 

 

 

⑧「総合的な学習の時間」の指導内容等の 

共有 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校関係者評価部会 

①学校評価担当校について 

 

 

 

 

②学校関係者評価部会について 

 

 

 

 

※部会協議終了後、部会ごとに解散。

・可能であれば、乗り入れ授業などができるか

どうか、可能性を探り実施する。 

・外国語の連携事業が今年度谷本主幹と深木

教諭にあたっているので、このことも有効

活用しながら進めていきたい。 

⑤ 

・各小学校教頭が１か月前までに中学校教頭

まで依頼を行う。 

・中学校で生徒に事前レクチャーなどを行う。

⑥ 

・二一乙 1 回目交流の前後に実態交流を行い

たい。 

・教育総務課学校訪問時の資料をもとに交流

することで、資料作成の負担を減らす。 

⑦ 

・今年度も実施する。期日は未定。 

・講師は谷口教頭。 

⑧ 

・昨年度は、活動内容の共有のみ行った。今年

度は、カリキュラムを比較し、９年間で緩や

かに接続する構成となっているか、中学校

区で身につけさせたい資質・能力を育成で

きる内容となっているかなど、検証を行い、

改善に結び付ける。 

・各校の全体計画を比較し、改善に役立てる。 

 

 

①滝川第一小～埴渕さん・本間さん 

滝川第二小～茶山さん・高坂教頭 

江部乙小　～高嶋さん・小林さん 

江陵中　　～芳村さん・坪江校長 

 

②用紙の活用にも対応しながら、基本的には

Ｇｏｏｇｌｅフォームを活用して集約す

る。実施方法については、４校で部会の進め

方を統一する。

 備　考　　


